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賞味期限と消費期限

数年以上品質が保証される砂糖・食塩などは義務表示ではない

平成17年に厚生労働省と農林水産省が共同で「期限表示設定の
ガイドライン」を策定、令和7年3月にガイドラインは改正された。
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消費者の期限表示の理解度

「消費期限」と「賞味期限」の違いを知っている消費者は72％、
「保存方法」の認知度は65％。

消費者庁「令和３年
度 消費者の意識に

関する調査」「令和４
年度食品表示に関す
る 消費者意向調査」
より
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消費者の期限表示の理解度

賞味期限の正確な意味を知っている消費者は52％。
消費者庁「令和４年度食品表示に関する 消費者意向調査」より



昭和23年 食品衛生法・牛乳等一部食品に「製造年月日」表示義務付け

昭和36年 食品衛生法・一部食品に「保存方法」表示義務付け

昭和36年 JAS法・一部食品に「製造年月日」「保存方法」表示義務付け

平成 7年 製造年月日から期限表示（消費期限、賞味期限・品質保持期限）移行    

平成15年 賞味期限と品質保持期限の2つの用語を「賞味期限」に統一

平成17年 食品期限表示の設定のためのガイドライン（厚労省・農水省）

日本における期限表示の変遷
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昭和42年8月1日製造 昭和56年11月9日製造 品質保持期限4ヶ月

昭和40年代頃から 製
造年月日と賞味期間・
品質保持期間を併記し
た商品が流通するよう
になった

平成７年から製造年月日にかえて期限表示が採用され、その際に期限表示に加え、

製造年月日を任意で併記することは可能とされ、しばらく併記の製品がみられた



【製造年月日】

戦後50年親しまれてきたが、平成5年の厚労省の検討会で、

①製造技術が進み、製造年月日ではいつまで日持ちするか不明

②鮮度志向が進み、過剰な返品・廃棄が進んだ

③製造年月日が包装年月日、解凍年月日等を示すことがあり不正確

④国際規格（コーデックス）との整合性

等の理由で、期限表示の移行が望ましいとされた。

【期限表示（消費期限、賞味期限、品質保持期限）】

平成7年の法改正で「消費期限」「賞味期限」「品質保持期限」の3つ
のいずれかを表示することになったが、「賞味期限」と「品質保持期
限」は同じ意味のため、平成15年に「賞味期限」に一本化された。
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製造年月日から期限表示へ

統一の際には、「期限表示に
様々な用語があるとわかりに
くい」「消費期限に統一しては
どうか」といった意見もあった
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改正前の食品期限表示の設定のためのガイドライン
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消費者庁 改正前の食品表示Q＆A（抜粋）

かつてのQAで

は、「安全係数
0.8以上を目安

に設定すること
が望ましい」と
されていた。
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食品の特性に応じたガイドラインの見直しと
「まだ食べることができるめやす」の情報提供

ガイドラインとQ＆Aの見直しを
• これまでのガイドラインは平成17年に策定されたもので、内容が古くなってい

る部分もあり現状に応じた見直しが必要。→ガイドライン改正へ
• これまでのQ＆Aの「安全係数を0.8以上を目安に設定することが望ましい」と

いう点も、食品の特性によって異なる。→Q＆A改正へ

消費者が足りない知識・情報
• 消費者の疑問の多くは「賞味期限が切れて、どのくらいまで食べられる？」

「開封後はどのくらいもつ？」など。食品の特性、保存状況で異なり、消費者
は個別に問い合わせるか、webで調べている。→ガイドラインに盛り込まれる

• かつては製造年月日と賞味期間（〇ヶ月）の表示があって判断しやすく、消費
生活センターや民間の研究所が食品ごとに賞味期間を示した一覧表（パンフ
レット）を作成し、消費者教育も行っていた。

消費者教育の充実を
• 食品ごとに「賞味期間」「開封後、安全に食べることができるめやす」「まだ

食べることができるめやす」「適切な保存方法」など、きめ細やかな情報の消
費者啓発が進み、「まだ食べることができる食品」が捨てられることがないよ
う食品ロス削減を進めることが求められる。→ガイドラインに盛り込まれる



10消費者庁・第1回令和7年度食品表示懇談会(2025年6月5日)資料3より
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「消費者庁 食品表示基準Q＆Aについて」に、ガイドラインが位置付けられた

別添
食品期限表示の設定のためのガイドライン
令和７年３月
消費者庁 食品表示課



消費者庁・第1回令和7年度食品表示懇談会(2025年6月5日)資料3より



13消費者庁・第1回令和7年度食品表示懇談会(2025年6月5日)資料3より
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消費者庁・第1回令和7年度食品表示懇談会(2025年6月5日)資料3より
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消費者庁・第1回令和7年度食品表示懇談会(2025年6月5日)資料3より
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賞味期限を延長することに関する懸念もある

① 食の安全についてリスクが高まる懸念
• 常温保存食品の多くは「直射日光を避け、高温多湿ではないところ」
（概ね25℃程度）が保存条件で、その前提で安全を見越して「賞味期
限」が決められている。近年の連続猛暑日（35度以上）により、賞味期
限前の商品が変質し、ここ数年は消費者からの品質苦情が増えている。

• 消費者が開封前の保存方法が適切に行われることが前提条件であること
を理解しなければ、安全係数を１に近づけることで安全性を担保できな
くなる製品が増え、安全上のリスクが高まる懸念がある。

② 賞味期限は「おいしいめやす」について
• 近年、期限表示の理解が広がり「賞味期限はおいしいめやす」として認
知されるようになってきた。ここで、安全係数を１に近づけると「まだ
食べることができるめやす」に近づき、「おいしいめやす」とは言えな
くなるのではないか。

• 消費者が「賞味期限」が切れたものを食べると、安全性の懸念だけでな
く、「おいしいめやす」という品質の期待も裏切ることになりかねない。
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